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研究成果の概要（和文）：約20年にわたり3000人以上におよぶ地域一般住民を追跡調査し、眼科のデータと内科
のデータおよび食事や運動習慣などの生活習慣データなどをあわせて糖尿病網膜症について解析するデータベー
スを構築し、失明の主原因である糖尿病網膜症の長期間にわたる有病率、発症率、進行度の推移や危険因子、予
防因子を検討した。その結果、わが国の糖尿病網膜症の有病率、発症率ともに減少していることがわかった。と
くに糖尿病網膜症の単純型の有病率は有意に減少傾向であった。またヘモグロビンA1c8.0以上の血糖コントロー
ル不良者の割合は年々減少傾向であり、それが糖尿病網膜症の有病率や発症率の減少の原因である可能性が示唆
された

研究成果の概要（英文）：The objectives of this study is to examine the secular trends in the 
prevalence, incidence, and progression rates of diabetic retinopathy (DR) in a Japanese community. 
The crude prevalence of DR decreased significantly, regardless of HbA1c levels among patients with 
diabetes in a general Japanese population. The incidence and progression rate of DR also 
significantly decreased from 1998 cohort to 2007 cohort. Our findings suggest that the prevalence, 
incidence, and progression rates of DR among people with diabetes decreased significantly over the 
past two decades in a general Japanese population. A better management of glycemic control may 
contribute to the decreasing trends in the prevalence and incidence of DR.

研究分野：眼科疫学研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国民の視力低下、失明予防に役立つ有用なエビデンスを提供することを目的として、わが国の一般住民を対象と
した眼科の前向きコホート研究をおこなった。本研究では主に失明の主原因である糖尿病網膜症の長期間にわた
る有病率、発症率、進行度の推移や危険因子、予防因子を検討した。その結果、わが国の糖尿病網膜症の有病
率、発症率ともに減少しており、とくに糖尿病網膜症の単純型の有病率は有意に減少傾向にあることがわかっ
た。その要因として血糖治療薬の種類が増え、治療薬の効果が改善したことなどが考えられる。今後もさらに継
続調査をおこなうことで、糖尿病網膜症の実態把握や危険因子や予防因子の解明につながると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国民の視力低下、失明予防に役立つ有用なエビデンスを提供することを目的として、一般住民を
対象とした眼科の前向きコホート研究を開始し、おもに成人の失明の主原因である糖尿病網膜
症を研究対象とした。 
 
２．研究の目的 
わが国の一般住民を対象とした眼科分野における前向きコホート研究を行うことによって、わ
が国の視覚障害および失明の主原因となっている糖尿病網膜症の有病率、発症率、進行度や危険
因子、予防因子を包括的な健診成績を解析することにより明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
これまで約 20 年にわたり 3000 人以上におよぶ福岡県久山町の地域一般住民を追跡調査した。
この追跡調査で長年にわたり収集した眼科の健診データを内科の健診データおよび食事や運動
習慣などの生活習慣データ、剖検から得られた剖検データなどを合わせて、データベース化を行
い、解析に利用できるようにデータベースを構築し、さらに引き続き毎年行う健診のデータも追
加して解析可能とすることにより眼科疾患の危険因子、有病率、発症率を解析した。 
 
４．研究成果 
1998 年、2007 年、2012 年、2017 年にそれぞれ 1775 名（受診率＝42.4％）、3119 名（72.6％）、
2948 名（63.8％）、3246 名（65.7％）の 40 歳以上の福岡県久山町住民に対して、内科一般健診、
眼科健診を行い、各年度の糖尿病の粗有病率を解析した結果、1998 年 12.6％、2007 年 16.5％、
2012 年 18.1％、2017 年 19.3％と有意に増加した。（傾向性ｐ値＜0.01）一方、糖尿病者におけ
る糖尿病網膜症の粗有病率は、1998 年 19.8％、2007 年 16.1％、2012 年 11.1％、2017 年 6.9％
と有意に減少した。（傾向性ｐ値＜0.01）また、糖尿病者におけるヘモグロビンＡ１ｃ値≧9.0％
を有する人の割合は、1998 年 8.8％、2007 年 5.7％、2012 年 2.6％、2017 年 4.7％と有意に低下
した。（傾向性ｐ値＝0.046） 
近年、わが国の一般住民の糖尿病者における糖尿病網膜症の有病率は有意に低下していること
がわかった。その要因として、血糖コントロールの改善が寄与していると考えられる。 
血糖改善薬が増加したことや、食事指導、運動指導の徹底などにより、血糖コントロールが改善
したことにより、糖尿病網膜症の有病率が低下していると思われる。網膜症の発症予防には血糖
コントロールの改善に今後もつとめていくこと必要である。 
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